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ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
鉄
道

人
間
の
歴
史
に
お
い
て
交
通
は
、
な
が
ら

く
人
力
（
徒
歩
）
や
畜
力
（
馬
車
な
ど
）
と

い
っ
た
新
陳
代
謝
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
そ
し
て
風

力
（
帆
船
）
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
。
と

こ
ろ
が
、
19
世
紀
以
降
、
鉄
道
、
船
舶
、
自

動
車
、
航
空
機
と
い
っ
た
機
械
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
使
用
し
た
交
通
機
関
が
次
々
と
登
場
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
交
通
の
様
式
は
大
き
く
変

化
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
人
間
の
生
活
や
社
会

経
済
活
動
の
様
相
も
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
変

わ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
動
力
で
動
く
交
通
機

関
は
、
国
土
の
利
用
形
態
や
産
業
構
造
、
都

市
の
形
状
、
国
際
的
な
分
業
関
係
を
大
き
く

つ
く
り
か
え
、
人
間
の
生
活
・
労
働
空
間
を

外
延
的
に
大
規
模
に
拡
張
し
た
。
こ
う
し

て
、
経
済
活
動
は
「
原
料
資
源
の
遠
隔
地
か

ら
の
輸
送
―
商
品
の
生
産
―
そ
の
輸
送
―
消

費
」
の
形
に
、
ま
た
、
人
間
の
生
活
は
「
家

庭
―
長
距
離
移
動
―
労
働
・
社
会
的
活
動
」

と
い
う
形
か
ら
な
る
現
代
社
会
が
出
来
上

が
っ
た
。
今
や
発
達
し
た
交
通
シ
ス
テ
ム

は
、
現
代
社
会
を
成
り
立
た
せ
る
基
本
的
条

件
と
な
っ
て
い
る
。

わ
が
国
は
国
土
が
狭
く
、
太
平
洋
ベ
ル
ト

地
帯
を
中
心
に
大
都
市
が
連
鎖
的
に
つ
な

が
っ
て
お
り
、
ま
た
大
都
市
の
人
口
密
度
が

極
め
て
高
い
。
そ
の
た
め
、
人
の
移
動
手
段

と
し
て
は
鉄
道
が
最
も
適
し
て
い
る
。
表
1

の
と
お
り
、
公
共
交
通
機
関
の
中
で
鉄
道
の

旅
客
輸
送
量
は
、
他
の
交
通
手
段
と
比
べ
て

群
を
抜
い
て
い
る
。
鉄
道
は
、
電
力
や
都
市

ガ
ス
、
水
道
な
ど
と
並
ん
で
最
も
重
要
な
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
（
社
会
の
存
立
を
支
え
る
施
設

の
体
系
）
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。

２
０
１
３
年
の
わ
が
国
の
鉄
道
旅
客
輸
送

量
は
４
２
７
５
億
人
キ
ロ
で
、
こ
の
量
は
、

第
1
位
の
イ
ン
ド
（
1
兆
１
４
７
２
億
人
キ

ロ
）、
第
2
位
の
中
国
（
８
０
７
１
億
人
キ

ロ
）
に
次
ぎ
、
世
界
第
３
位
で
あ
る
（『
世

界
国
勢
図
会
２
０
１
７
／
18
年
版
』）。
イ
ン

ド
や
中
国
の
人
口
は
わ
が
国
の
10
倍
も
あ
る

こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
そ
の
多
さ
は
際
立
っ

て
い
る
。
ち
な
み
に
世
界
第
4
位
は
、

２
０
６
５
億
人
キ
ロ
の
ロ
シ
ア
で
あ
る
。
先

進
国
で
は
第
５
位
の
フ
ラ
ン
ス
が
日
本
に
次

ぐ
が
、　

８
４
７
億
人
キ
ロ
と
そ
の
輸
送
量

は
日
本
の
５
分
の
１
程
度
で
あ
る
。

鉄
道
の
路
線
延
長
キ
ロ
を
み
る
と
、
世
界

第
１
位
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
以
下
、
ア
メ

リ
カ
）
で
、
約
20
万
㎞
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

有
し
て
い
る
。
一
方
、
わ
が
国
は
２
万
８
０ 

０
０
㎞
程
度
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ア
メ
リ
カ

■表1
公共交通機関の1日当たり旅客輸送量（2015年）

 鉄道 6,675 万人

 バス 1,256 万人

 タクシー 42 万人

 航空機 26 万人

 旅客船 24 万人

( 出所 )『数字でみる鉄道 2017』『数字でみる自動車 2017』より作成。

交通機関 輸送人員

鉄道は、わが国において最も重要な交通機関の一つである。
安全を大前提とした安定輸送の維持は極めて重要な課題であり、

「安全・安心」の実現に向け、官民によるさまざまな取り組みが続けられている。
しかし、大小のインシデントは思いもよらない場所に潜む。
不断の努力が求められる「鉄道の安全確保」について考察する。
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の
旅
客
輸
送
量
は
極
め
て
少
な
く
、
わ
が
国

の
14
分
の
1
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
ア
メ
リ
カ

の
国
土
は
広
大
で
、
東
部
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

と
西
海
岸
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
間
は
直
線
距

離
で
４
０
０
０
㎞
も
あ
る
。
大
阪
か
ら
西
に

４
０
０
０
㎞
と
い
う
と
ベ
ト
ナ
ム
ま
で
行
っ

て
し
ま
う
。
こ
の
距
離
を
旅
客
が
鉄
道
で
移

動
す
る
の
は
現
実
的
で
は
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
鉄
道
と
い
え
ば
貨
物
輸

送
が
中
心
で
あ
る
。
同
国
を
含
む
ロ
シ
ア
や

カ
ナ
ダ
な
ど
国
土
が
広
大
な
国
で
は
、
い
ず

れ
も
貨
物
鉄
道
が
健
闘
し
て
い
る
。
他
方
、

わ
が
国
は
国
土
が
狭
く
、
四
方
を
海
で
囲
ま

れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ト
ラ
ッ
ク
や
船
舶

で
大
半
の
貨
物
が
運
ば
れ
る
こ
と
か
ら
、
鉄

道
貨
物
輸
送
の
比
重
は
わ
ず
か
で
あ
る
。

わ
が
国
で
は
、
都
市
間
を
結
ぶ
幹
線
鉄
道

の
み
な
ら
ず
、
大
都
市
圏
に
お
い
て
発
達
し

た
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
お

り
、
通
勤
・
通
学
な
ど
市
民
の
日
常
生
活
の

足
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
特
に
東
京
、

名
古
屋
、
大
阪
の
３
大
都
市
圏
で
は
、
大
手

民
鉄
等
が
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
鉄
道
が
な

け
れ
ば
、
大
都
市
圏
の
市
民
の
社
会
活
動
は

成
り
立
た
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。大

都
市
圏
に
お
い
て
、
何
ら
か
の
事
情
で

鉄
道
が
止
ま
る
と
市
民
は
移
動
で
き
な
く
な

り
、
都
市
の
機
能
は
大
混
乱
に
陥
っ
て
し
ま

う
。
し
た
が
っ
て
、
鉄
道
の
安
定
輸
送
の
維

持
は
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
安
全
を

大
前
提
と
し
た
安
定
輸
送
は
、
鉄
道
事
業
者

が
確
保
す
べ
き
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
と
い

え
る
。

鉄
道
事
故
の
現
状

鉄
道
サ
ー
ビ
ス
は
製
薬
に
比
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
製
薬
で
最
も
重
要
な
こ
と
は
効

能
や
価
格
で
は
な
く
、
安
全
性
で
あ
る
。
い

く
ら
効
能
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
人
間
の
生

命
や
身
体
に
著
し
い
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
も

の
は
使
用
す
る
に
値
し
な
い
。
鉄
道
も
同
様

で
、
速
度
や
快
適
性
、
運
賃
水
準
を
問
う
以

前
に
、
安
全
性
の
確
保
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。太

平
洋
戦
争
の
敗
戦
直
後
か
ら
１
９
６
０

年
代
頃
ま
で
、
わ
が
国
で
は
鉄
道
事
故
が
頻

発
し
て
い
た
。
国
鉄
三
河
島
事
故
（
１
９
６ 

２
年
）
や
鶴
見
事
故
（
１
９
６
３
年
）
な
ど

犠
牲
者
が
１
０
０
人
を
超
え
る
深
刻
な
列
車

の
脱
線
・
衝
突
事
故
も
多
発
し
て
い
た
。
し

か
し
、
保
安
装
置
の
開
発
・
導
入
や
安
全
対

策
の
推
進
に
よ
っ
て
、
１
９
７
０
年
代
以

降
、
鉄
道
事
故
は
大
き
く
減
少
し
て
き
て
い

る
。鉄

道
事
故
と
は
法
令
上
、
鉄
道
運
転
事

故
、
輸
送
障
害
、
電
気
事
故
、
災
害
な
ど
の

こ
と
を
い
う
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
本
稿
の

テ
ー
マ
と
の
関
係
で
重
要
な
の
は
鉄
道
運
転

事
故
（
以
下
、
運
転
事
故
）
で
あ
る
。
運
転

事
故
は
、
列
車
ま
た
は
車
両
の
運
転
中
に
発

生
し
た
事
故
の
こ
と
を
い
い
、
列
車
衝
突
、

列
車
脱
線
、
列
車
火
災
、
踏
切
障
害
、
人
身

障
害
、
道
路
障
害
、
鉄
道
物
損
の
７
種
類
が

あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
列
車
衝
突
、
列
車

脱
線
、
列
車
火
災
の
三
つ
を
列
車
事
故
と
総

写真／ Tatachen
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称
す
る
こ
と
が
あ
る
。

か
つ
て
は
運
転
事
故
と
い
え
ば
踏
切
障
害

事
故
（
以
下
、
踏
切
事
故
）
が
大
半
を
占
め

て
い
た
。
ピ
ー
ク
時
に
は
年
間
５
０
０
０
件

以
上
も
発
生
し
、
１
０
０
０
人
を
超
え
る
人

が
亡
く
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
今
日
で
は

踏
切
事
故
は
年
間
２
０
０
件
程
度
ま
で
減
少

し
て
い
る
。

戦
前
、
わ
が
国
の
主
た
る
陸
上
交
通
機
関

は
鉄
道
で
、
自
動
車
は
ほ
と
ん
ど
走
っ
て
い

な
か
っ
た
。
道
路
も
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、

太
平
洋
戦
争
直
前
の
１
９
４
０
年
末
の
四
輪

自
動
車
の
保
有
台
数
は
全
国
で
わ
ず
か

15
万
２
０
０
０
台
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の

後
、
戦
後
に
な
っ
て
道
路
整
備
が
本
格
化

し
、
そ
れ
に
伴
い
、
各
地
で
鉄
道
を
横
断
す

る
形
で
道
路
建
設
が
進
み
、
数
多
く
の
踏
切

が
急
ご
し
ら
え
で
つ
く
ら
れ
た
。
そ
の
た

め
、
踏
切
施
設
は
警
報
機
や
遮
断
機
も
な
い

貧
弱
な
も
の
が
大
半
で
、
自
動
車
通
行
量
の

増
大
と
と
も
に
踏
切
事
故
が
急
増
し
た
。

踏
切
事
故
の
究
極
の
防
止
対
策
は
、
道
路

と
鉄
道
を
立
体
交
差
に
し
て
踏
切
を
撤
去
す

る
こ
と
に
あ
る
。
現
在
、
わ
が
国
に
は
約

3
万
３
０
０
０
の
踏
切
が
あ
る
が
、
ピ
ー
ク

時
か
ら
み
る
と
そ
の
数
は
半
分
以
下
に
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
踏
切
を
撤
去

す
る
こ
と
は
現
実
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
次
善
の
策
と
し
て
踏
切
の
改
良
が
必

要
と
な
る
。
か
つ
て
は
踏
切
に
遮
断
機
も
警

報
機
も
つ
い
て
い
な
か
っ
た
の
が
、
１
９
６ 

１
年
に
踏
切
道
改
良
促
進
法
が
施
行
さ
れ
、

遮
断
機
や
警
報
機
の
整
備
が
進
ん
だ
。
現
在

は
約
９
割
の
踏
切
に
遮
断
機
と
警
報
機
が
つ

い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
踏
切
の
数
自
体
が

減
少
し
た
こ
と
、
踏
切
が
改
良
さ
れ
た
こ
と

な
ど
に
よ
っ
て
踏
切
事
故
は
大
き
く
減
少
し

た
。一

方
、
踏
切
事
故
が
減
っ
た
こ
と
で
、
そ

の
多
さ
が
目
立
っ
て
き
た
の
が
人
身
障
害
事

故
で
あ
る
。
ホ
ー
ム
か
ら
の
転
落
や
ホ
ー
ム

上
で
の
列
車
と
の
接
触
、
線
路
へ
の
無
断
立

ち
入
り
に
よ
る
列
車
と
の
接
触
な
ど
に
よ
っ

て
起
き
る
の
が
人
身
障
害
事
故
で
あ
る
。
表

２
の
と
お
り
、
そ
の
数
は
運
転
事
故
全
体
の

60
％
、
そ
れ
に
よ
る
死
者
数
も
全
体
の
68
・

5
％
を
占
め
て
い
る
。

大
都
市
部
で
は
、
ホ
ー
ム
の
安
全
を
確
保

す
る
に
は
、
ホ
ー
ム
ド
ア
（
可
動
式
ホ
ー
ム

柵
）
を
設
置
す
る
こ
と
が
最
も
即
効
性
が
あ

る
。
国
土
交
通
省
が
そ
の
整
備
に
本
腰
を
入

れ
始
め
た
の
は
２
０
１
１
年
度
か
ら
で
、
整

備
費
用
の
３
分
の
１
を
国
が
負
担
す
る
補
助

制
度
も
設
け
ら
れ
た
。

な
お
、
現
在
で
は
、い
っ
た
ん
発
生
す
る
と

多
く
の
犠
牲
者
が
出
る
列
車
事
故
は
、
全
体

の
数
％
程
度
を
占
め
る
の
み
で
あ
る
。
ち
な
み

に
２
０
１
６
年
度
の
場
合
、16
件
と
な
っ
て
い

る
。
最
近
10
年
間
を
み
て
も
毎
年
の
発
生
件

数
は
10
～
20
件
で
、
そ
れ
に
よ
る
累
計
の
死

者
数
は
3
人
で
あ
る
。
近
年
発
生
し
た
列
車

事
故
の
中
で
最
も
被
害
が
大
き
か
っ
た
の
が
、

２
０
０
５
年
4
月
に
発
生
し
た
、
運
転
士
を

含
め
１
０
７
人
の
犠
牲
者
の
出
た
Ｊ
Ｒ
福
知

山
線
の
列
車
脱
線
事
故
で
あ
る
。

福
知
山
線
脱
線
事
故
は
、
死
者
１
０
７

人
、
重
軽
傷
者
５
６
２
人
と
、
わ
が
国
の
鉄

道
事
故
史
の
中
で
40
年
ぶ
り
の
大
災
害
で

あ
っ
た
。
２
０
０
５
年
は
こ
の
ほ
か
に
も
深

刻
な
バ
ス
事
故
や
船
舶
事
故
な
ど
が
発
生
し

た
。
そ
こ
で
政
府
は
、
運
輸
産
業
の
安
全
性

を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
運
輸
安
全
一
括
法
を

成
立
さ
せ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
運
輸
関
係
の

各
事
業
法
が
改
正
さ
れ
、
安
全
の
確
保
が
事

業
者
に
義
務
付
け
ら
れ
た
。
鉄
道
事
業
者
を

規
制
す
る
鉄
道
事
業
法
を
み
る
と
、
第
1
条

の
目
的
の
条
項
に
「
輸
送
の
安
全
の
確
保
」

が
追
記
さ
れ
、
第
18
条
の
２
と
し
て
「
鉄
道

事
業
者
は
、
輸
送
の
安
全
の
確
保
が
最
も
重

要
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
絶
え
ず
輸
送
の

安
全
性
の
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
が
追
加
さ
れ
た
。
要
す
る
に
、
安
全
の

確
保
、
安
全
性
の
向
上
は
、
法
律
上
も
鉄
道

事
業
者
の
義
務
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

鉄
道
安
全
の
課
題

鉄
道
の
安
全
と
い
う
問
題
群
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
鉄
道
事
業
者
や
監
督
官
庁
で
あ
る

国
土
交
通
省
な
ど
関
係
者
の
間
で
重
視
さ
れ

て
き
た
の
は
、
運
転
事
故
の
発
生
防
止
で

あ
っ
た
。
関
係
者
の
不
断
の
努
力
も
あ
っ

て
、
前
述
し
た
と
お
り
、
幸
い
運
転
事
故
の

件
数
や
そ
れ
に
よ
る
被
害
者
の
数
は
、
歴
史

的
に
大
き
く
減
少
し
て
き
た
。
た
だ
し
、
近

年
は
下
げ
止
ま
り
の
傾
向
に
あ
り
、
な
お
一

層
の
注
力
が
必
要
で
あ
る
。

今
後
、
さ
ら
に
運
転
事
故
を
減
少
さ
せ
て

い
く
た
め
の
重
要
な
課
題
は
、
人
身
障
害
事

故
へ
の
対
応
で
あ
る
。
大
手
・
準
大
手
民
鉄

の
人
身
障
害
事
故
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

ホ
ー
ム
で
発
生
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム
の
事
故

防
止
の
た
め
に
は
、
前
述
し
た
と
お
り
、

ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
が
有
効
で
あ
る
。
ま

た
、
列
車
や
ト
ン
ネ
ル
内
、
地
下
駅
ホ
ー
ム

の
火
災
対
策
に
も
万
全
を
期
す
必
要
が
あ

る
。
め
っ
た
に
起
き
な
い
も
の
の
、
発
生
す

る
と
甚
大
な
被
害
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る

の
が
火
災
事
故
で
あ
る
。
２
０
０
３
年
２
月

に
韓
国
・
大
邱
市
の
地
下
鉄
で
発
生
し
た
火

災
事
故
で
は
実
に
１
９
２
人
も
の
犠
牲
者
が

出
た
。

高
齢
者
対
策
も
今
後
の
安
全
対
策
の
柱
と

さ
れ
る
べ
き
分
野
で
あ
る
。
踏
切
事
故
の
過

半
数
は
高
齢
者
が
絡
ん
で
お
り
、
ホ
ー
ム
上

の
事
故
や
ロ
ー
カ
ル
圏
で
よ
く
見
ら
れ
る

「
勝
手
踏
切
」
に
お
け
る
事
故
も
高
齢
者
が

関
係
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
踏
切
も
含
め

現
在
の
鉄
道
施
設
の
多
く
は
、
必
ず
し
も
高

表2　2016年度の運転事故

（出所）国土交通省「鉄軌道輸送の安全に関わる情報（平成 28年度）」

物損事故道路障害踏切障害人身障害
列車事故

脱線 衝突 火災

発生件数
( 件 )

死者数
( 人 )

13 3

16（2.7％）

429
（60.0%）

222
（31.0%）

43
（6.0％）

2
（0.2%）

211
（68.5%）

96
（31.2％） 0 －

0

1 0 0
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齢
者
を
考
慮
し
た
構
造
に
は
な
っ
て
い
な

い
。
設
備
面
で
の
改
良
を
含
め
今
後
の
課
題

で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
鉄
道
の
安
全
対
策
と
い
え
ば
、

主
と
し
て
上
述
の
運
転
事
故
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
に
加
え
て
今
後
、
取
り
組
み
の
強
化
が

必
要
な
課
題
と
し
て
次
の
二
つ
を
指
摘
し
て

お
き
た
い
。

第
一
は
、
自
然
災
害
対
策
で
あ
る
。
近
い

将
来
、
首
都
直
下
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
な
ど
の
巨
大
災
害
が
発
生
す
る
こ
と
は

確
実
で
あ
る
。
そ
の
際
、
地
震
動
や
発
生
し

た
津
波
に
よ
っ
て
鉄
道
施
設
が
大
き
な
被
害

を
受
け
た
り
、
乗
客
を
乗
せ
た
列
車
が
脱
線

事
故
等
に
至
っ
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

鉄
道
は
新
幹
線
に
つ
い
て
は
地
震
対
策
が
進

ん
で
い
る
も
の
の
、
Ｊ
Ｒ
在
来
線
や
民
鉄
線

に
つ
い
て
は
ま
だ
講
ず
べ
き
対
策
が
残
さ
れ

て
い
る
。
施
設
の
耐
震
化
等
の
ハ
ー
ド
対
策

と
並
行
し
て
発
災
時
の
乗
客
や
乗
務
員
、
駅

員
の
避
難
確
保
の
た
め
の
計
画
や
訓
練
を
さ

ら
に
充
実
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

近
年
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る

が
、
局
地
的
に
短
時
間
の
う
ち
に
大
量
の
雨

が
降
る
こ
と
で
、
鉄
道
施
設
が
被
害
を
受
け

る
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

豪
雨
や
豪
雪
に
対
す
る
備
え
の
見
直
し
と
拡

充
も
必
要
で
あ
る
。

第
二
は
、
犯
罪
や
テ
ロ
対
策
で
あ
る
。
前

述
し
た
韓
国
・
大
邱
市
の
地
下
鉄
火
災
事
故

の
発
端
は
、
乗
客
の
一
人
が
車
内
で
撒ま

い
た

ガ
ソ
リ
ン
に
放
火
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
わ
が

国
で
も
１
９
９
５
年
３
月
に
、
営
団
地
下
鉄

（
現
・
東
京
メ
ト
ロ
）
に
お
い
て
、
オ
ウ
ム

真
理
教
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
神
経
ガ
ス
の
サ

リ
ン
が
散
布
さ
れ
、
13
人
の
乗
客
や
駅
員
が

死
亡
す
る
凶
悪
犯
罪
が
発
生
し
て
い
る
。

２
０
１
５
年
6
月
に
は
、
新
横
浜

－

小
田
原

間
を
走
行
中
の
新
幹
線
車
内
で
男
が
ガ
ソ
リ

ン
に
火
を
付
け
て
焼
身
自
殺
を
図
り
、
そ
れ

が
引
き
金
と
な
っ
て
車
両
火
災
が
発
生
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
当
の
犯
人
に
加
え
、
乗

客
の
一
人
が
巻
き
添
え
と
な
り
死
亡
し
た
。

航
空
機
と
異
な
り
、
こ
れ
ま
で
鉄
道
は
悪
意

を
持
っ
た
者
に
よ
る
攻
撃
に
は
ほ
と
ん
ど
対

処
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用

す
る
こ
と
を
も
含
め
、
犯
罪
か
ら
鉄
道
を
守

る
取
り
組
み
も
着
実
に
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　お
わ
り
に

―
鉄
道
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
―

安
全
の
確
保
は
川
上
に
向
か
っ
て
船
を
漕

ぐ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
漕
ぐ
の
を
止
め
た

と
た
ん
に
、
船
は
川
下
に
流
さ
れ
て
し
ま

う
。
現
在
の
位
置
を
維
持
し
よ
う
と
す
れ

ば
、
さ
ら
に
は
少
し
で
も
川
上
に
進
も
う
と

す
る
な
ら
ば
、
休
む
こ
と
な
く
漕
ぎ
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
は
い
え
、
こ
れ
を
経

営
上
の
負
担
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
。
い
っ

た
ん
重
大
事
故
が
発
生
す
る
と
、
そ
の
修
復

の
た
め
に
長
期
間
に
わ
た
る
物
的
・
人
的
資

源
の
投
入
が
必
要
と
な
り
、
事
業
経
営
上
の

大
き
な
リ
ス
ク
と
な
る
。
ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド

が
大
き
く
毀
損
さ
れ
、
そ
の
回
復
に
は
長
期

間
を
要
す
る
。
こ
う
し
た
点
を
考
慮
す
る

と
、
現
在
の
安
全
投
資
は
、
将
来
の
安
定
的

な
事
業
運
営
の
た
め
の
積
極
的
投
資
で
あ
る

と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
１
９
７
０
年
頃
ま
で
は
機

械
・
装
置
の
故
障
や
未
知
現
象
が
事
故
の
原

因
で
あ
る
場
合
が
多
か
っ
た
が
、
現
在
の
鉄

道
事
故
の
多
く
は
そ
れ
ら
に
代
わ
っ
て

ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ァ
ク
タ
ー
が
関
与
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
鉄
道
の
安
全
を
向
上
さ

せ
て
い
く
に
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ァ
ク
タ
ー

の
視
点
を
重
視
し
た
分
析
や
対
策
を
講
じ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
Ａ
・
サ
イ
モ

ン
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
人
間
は
全
知

全
能
で
は
な
く
、
限
ら
れ
た
認
知
能
力
と
限

ら
れ
た
時
間
の
範
囲
内
で
意
思
決
定
を
行
っ

て
い
る
。
人
間
と
は
そ
う
い
う
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
人
に
は
正
常
性
バ
イ
ア
ス
（
発

生
し
た
異
常
事
態
を
あ
る
範
囲
内
な
ら
正
常

な
出
来
事
と
捉
え
る
傾
向
）
や
確
証
バ
イ
ア

ス
（
自
分
に
都
合
の
よ
い
情
報
だ
け
を
集
め

て
自
己
の
先
入
観
を
補
強
す
る
傾
向
）
が
あ

る
。
そ
う
し
た
人
間
が
集
ま
っ
て
集
団
作
業

を
す
る
場
合
、
互
い
に
他
者
に
依
存
す
る
と

い
う
「
社
会
的
手
抜
き
」
が
発
生
す
る
。

こ
の
よ
う
な
特
性
は
、
誰
し
も
が
持
っ
て

い
る
人
間
特
性
で
あ
る
。
安
全
の
担
当
者
は

こ
う
し
た
人
間
の
特
性
を
理
解
し
た
う
え

で
、
安
全
対
策
や
社
員
に
対
す
る
教
育
・
訓

練
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
鉄
道
の
安

全
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
バ
イ
ア
ス
を
持
っ
た
人
間

間
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
し
ば
し

ば
齟
齬
が
生
じ
る
。
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に

は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
る
た
め

の
研
修
・
訓
練
も
必
要
で
あ
る
。
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